
「水俣・芦北地域戦略プラットフォーム」とは  

水俣・芦北地域戦略プラットフォーム 
第11回地域戦略検討会のお知らせ 

「負の遺産」としての水俣病事件をベースに、人間としての生き方、日々の暮らし、地域社会（教育、環境、福祉、

経済、政治など）のあり様を問い直そうとする市民、ＮＰＯ、研究者、民間事業者、行政職員など多様な関係者

の"出会いの場、学習の場、討議の場"であり、また、"新たな価値（生活文化）を

創造する「場」"として位置づけられた舞台（プラットフォーム）です。 熊本学園大学 
KUMAMOTO GAKUEN UNIVERSITY 

話 題 提 供 内山慶治氏  

                  [農業生産法人（株）山江元気村専務取締役／前山江村長] 

コーディネート 守弘仁志氏 [熊本学園大学 社会福祉学部 教授] 

 日時 2012年  3月12日(月)19:00～21:00 

場所 熊本学園大学 水俣学現地研究センター 
       水俣市浜町２－７－１３（水俣市公民館裏、婦人会館向かい） 
        TEL・FAX 0966-63-5030  

会の終了後に懇親会を予定しております。こちらにもぜひご参加下さい。 

ものが成功している様子がうかがえます。ならば水俣においても、住民構成や地域特性、歴史などもふまえた

「水俣市ならではの」地域情報化像を描くことが、まず前提となるでしょう。 

また、地域情報化には、これまでの地域での取り組みの経緯と成果について見えやすくする働きを期待できま

す。水俣の今後につながる行動のためにも、「地域情報化」について水俣に暮らす人々が協働してつくりあげ

ていく必要があるものと考えます。 

今回は、山江村前村長であり、農業生産法人「山江元気村」の専務取締役である内山慶治氏をお招きし

て、ケーブルテレビを山江村で導入するまでの経緯やその効果についてお聞きしながら、水俣における地域

情報化にかかわる課題を明らかにしながら、より具体的な議論を進めていきたいと考えています。多くの方々

のご参加をお待ちしております。 

山江村ケーブルテレビから 
考える水俣の「地域情報化」 

（第 2 6回課題検討会） 

第20回課題検討会（2010年10月18日）では、「地域の情報化と住民による情報発

信の将来」と題して、水俣における「地域情報化」について検討しました。 

「地域情報化」についての先例を見ると、それぞれの地域の特性を生かした個性的な

「水俣・芦北地域戦略プラットフォーム」世話人会・事務局 

熊本学園大学水俣学研究センター 藤本延啓 
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